
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。

学校名 高崎健康福祉大学 
設置者名 学校法人高崎健康福祉大学 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

健康福祉学部 

医療情報学科 
夜 ・

通信 

25 7 

135 167 13 

社会福祉学科 
夜 ・

通信 
142 174 13 

健康栄養学科 
夜 ・

通信 
61 93 13 

薬学部 薬学科 
夜 ・

通信 
22 5.5 60.5 88 19 

保健医療学部 

看護学科 
夜 ・

通信 
26 2 

158 186 13 

理学療法学科 
夜 ・

通信 
121 149 13 

人間発達学部 

子ども教育学科 
夜 ・

通信 
22 0 

209 231 13 

心理学科 
夜 ・

通信 
51 73 13 

農学部 生物生産学科 
夜 ・

通信 
26 3 35 64 13 

（備考） 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページ「公表情報」にて一覧表を公開している。 

URL：https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由）対象学部なし 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。

学校名 高崎健康福祉大学 

設置者名 学校法人高崎健康福祉大学 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学ホームページ内の「公表情報」に掲載して公表する。 

URL https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社役員 
R8/4/1～ 

R12/3/31 

学校法人の運営を

全般的に担当して

おり、民間会社の役

員の視点からの意

見や指導を期待 

非常勤 地方公務員 
R8/4/1～ 

R12/3/31 

学校法人の運営を

全般的に担当して

おり、行政職の立場

からの意見や指導

を期待 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

学校名 高崎健康福祉大学 

設置者名 学校法人 高崎健康福祉大学 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

毎年 12 月の各学部教授会にて教務委員会よりシラバスの作成を依頼しており、そ

の際ガイドラインや記入要領を提出している。シラバスの作成においては各教員が依

頼される前から授業評価アンケートの結果を踏まえた省察を済ませ、次年度向けの授

業内容を検討し、新しい制度などの適用により他の科目との連携などに変更が無いか

などを確認しており、2 か月程度の締切ではあるが提出について問題はない。また、

各学科の教務委員が第3者となって提出されたシラバスの確認を済ませることで本来

含めるべき内容などの欠落がないか、チェックされた状態で公開している。 

 提出・チェックを済ませたシラバスについてはナンバリングの番号に沿って序列化

され、学生や関係者が確認する際も分かりやすく提供できるよう配慮している。 

シラバスのガイドラインでは各項目に関する記述例や記述いただきたい内容を仔

細に記しており、記入者は特段迷うことなく作成できるようになっている。 

公表については 4 月 1 日現在で本学ホームページにて行っている。 

授業計画書の公表方法 https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

本学では新たに学修意欲の確認方法として、履修登録済み各授業科目の出席率の確

認、また定期試験やレポートの提出についても出席数が開講回数の 2/3 以上ないと対

象とならず、各授業科目担当教員による報告を受けるなどして多角的に確認を行う。 

 履修認定については履修登録期間内に所定の手続きを経て学生各自で登録を行う。

この際、前学期の成績（GPA）を基に、高い成績を修めた学生には履修登録単位数の上

限を増やすことができ、基準に満たない成績の場合はアドバイザーと相談の上履修登

録上限数を減らすことができる。 

 成績評価基準は予めシラバスに記載した方法、1 回目の授業で配布したより具体的

なシラバスなどを基に教員が学生に説明を実施した方法で行い、成績不振者について

は再試験制度などを通じて最終的に当該授業科目の成績を受ける。 

 単位修得にあたっては、学生はホームページにて自身の成績を確認することができ

る。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では 2010 年より GPA 制度を用いた客観的な指標を設定している。また、学生に

は算出方法について以下のとおり 1 年次のガイダンスで説明している。 

 
学期 GPA ＝ （各科目の修得単位数×GP）当該学期の合計／当該学期の履修登録科目の単位数の合

計 

累積 GPA ＝ （各科目の修得単位数×GP）の合計／履修登録科目の単位数の合計 

 

学期ごとに各学科・学年の GPA 一覧を作成、学生は自分がどれくらいの位置にいるの

かを把握することが出来るようになっている。 

 成績の分布状況については本学ホームページにて公表を予定している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

学科単位で卒業の認定方針（ディプロマ・ポリシー：以下 DP）を策定し、1 年次の

ガイダンスにてその内容を説明・周知している。 

DP については以下のホームページにて公表しており、常に確認できる状態にしてい

る。 

各学科で毎年 3 つのポリシー点検会議を企画、学外評価参画者と教育改善委員（学

生）を加えた学科長、教務委員、学生委員、入試委員等で意見交換を実施、アセスメ

ント・ポリシーによる指標を用いて毎年学科内で確認・修正の検討を実施している。 

卒業判定の際、公表している当該学年の DP に照らして学位授与方針に則り学位を授

与できるか各学科教務委員を中心に確認、卒業判定会議資料へと盛り込む形で判定し

ている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。

学校名 高崎健康福祉大学 

設置者名 学校法人 高崎健康福祉大学 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
本学ホームページ内の「公表情報」に計算書類を PDF 版

で公開している。 

URL:https://www.takasakiu.ac.jp/guide/information 

収支計算書又は損益

計算書 

本学ホームページ内の「公表情報」に計算書類を PDF 版

で公開している。 

URL:https://www.takasakiu.ac.jp/guide/information 

財産目録 
本学ホームページ内の「公表情報」に計算書類を PDF 版

で公開している。 

URL:https://www.takasakiu.ac.jp/guide/information 

事業報告書 
本学ホームページ内の「公表情報」に計算書類を PDF 版

で公開している。 

URL:https://www.takasakiu.ac.jp/guide/information 

監事による監査報告

（書） 

本学ホームページ内の「公表情報」に計算書類を PDF 版

で公開している。 

URL:https://www.takasakiu.ac.jp/guide/information 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：  対象年度： ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：第 2 期中期計画 対象年度：令和 8 年度～令和 13 年度） 

公表方法：本学ホームページ内の「公表情報」に掲載して公表する。

https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果
公表方法：自己点検・評価結果については大学ホームページ「大学評価・自己点検評

価」にて公開している。 

(URL)  https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/assessment 
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（２）認証評価の結果（任意記載事項）
公表方法：2023（令和 5）年に受審した公益財団法人大学基準協会より、2024 年 4 月

から 2031 年 3 月まで適合の結果を得ている。認証評価の結果、学内の自己点検・評価

をホームページにて公開している。 

(本学 URL)  https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/assessment 
(大学基準協会 URL) 

https://www.juaa.or.jp/media/files/_u/evaluation/file/20240329_963919.pdf 
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（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 健康福祉学部 社会福祉学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information ） 

（概要） 

社会福祉学科では、社会福祉に関する専⾨的知識と実践的技能を兼ね備えた社会福祉分野

を担う⼈材の育成を目的としている。 

（目標） 

社会福祉学科では、社会福祉に関する専⾨的知識と実践的技能を兼ね備えた健康・福祉分

野を担う以下のような能力・資質を備えた⼈材育成を教育目標としている。 

（１）社会福祉従事者ならびに社会人としての活躍の基礎となる豊かな人間性と幅広い教

養 

（２）社会福祉に関する専門的知識を身につけ、それらを用いて社会福祉分野に貢献する

能力 

（３）社会福祉分野に関わる現代社会の諸問題を発見し、分析し、考察し、その解決法を

提案する能力、ならびに対人状況におけるコミュニケーション能力 

（４）多様化する社会福祉分野で活躍するために学際的な視点から諸問題に取り組む能力 

（５）社会福祉に関する対人援助技術の基本を理解・習得した上で、応用・実践する能力 

（６）社会福祉分野の専門職として、高い倫理性を持ち、多様化・高度化する福祉社会へ

の貢献力 

卒 業 又 は 修 了 の 認 定 に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： https://www.takasaki-

u.ac.jp/guide/information） 

（概要） 

社会福祉学科では、本学の課程を修め、必修科目を含めた所定の単位を取得した上で、

自利利他の精神に則った教養を身につけ、次のような能力・資質を備えた人物に学位を授

与する。 

（１）豊かな人間性 

社会福祉従事者ならびに社会人として、豊かな人間性を支える幅広い教養がある。 

 

（２）基礎的知識力 

社会福祉学に関する基礎的知識がある。 

 

（３）問題解決能力・コミュニケーション能力 

福祉分野で活躍できる問題解決能力ならびにコミュニケーション能力がある。 

 

（４）学際的な視点から取り組む力 

人間や社会についての理解を深め、社会福祉の課題に学際的な視点から取り組む力がある。 

 

（５）応用・実践する能力 

対人援助技術の基本を習得し、応用・実践する能力がある。 

 

（６）専門職としての倫理性・福祉社会への貢献力 

「社会福祉士会倫理綱領」を遵守し、福祉社会の発展に積極的に関わることができる能力

がある。 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.takasaki-
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u.ac.jp/guide/information） 

（概要） 

Ⅰ 教育内容 

社会福祉学科では、卒業認定・学位授与に掲げた目標を達成するために、共通教養科目、

専門教育科目を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に組み合わせた授業を開講する。

カリキュラムの体系を示すために、科目間の関連を表現する番号をふり、カリキュラムの

構成をわかりやすく明示する。 

 

（１）豊かな人間性を育成するための科目 

4 年間を通した学修の基礎となる共通教育においては、基礎的な学習能力を養い、人間に

対する理解を深めるために、「共通教養科目」・「専門教養科目」を設置する。 

 

（２）基礎的知識力と学際的な視点から取り組む力を育成するための科目> 

社会福祉学の基礎を理解するとともに、福祉マインドを育むことを目的とし、必修科目と

して「専門導入科目」を設置する。 

 

（３）コミュニケーション能力と応用・実践能力を育成するための科目 

少人数制ゼミにより、社会福祉学の知識と技術を実践的に学習する「専門基幹科目」を設

置する。 

 

（４）専門職としての倫理性・福祉社会への貢献力を育成するための科目 

社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士の指定科目を配置する各科目群と、より専門的・

実践的な応用科目群に区分して、各資格に必要となる知識、技術及び問題解決能力を身に

つけるために、「専門展開科目」を設置する。 

 

（５）問題解決能力と応用・実践能力を育成するための科目 

福祉実践に当たって必要となる知識・技術を統合し、問題の解決や継続的な学習へつなげ

る能力や姿勢を育成するために「卒業研究および演習」を設置する。 

 

Ⅱ 教育方法 

社会福祉の知識体系を理論的に学び、ソーシャルワーク専門職として必要な技術と態度 

を修得するために、講義、演習、実習の適切な組み合わせと、段階的な構築を基盤に教育 

する。また、下記の教育方法を各科目の特性に応じて取り入れる。 

（1）講義 

「共通教養科目」「専門教養科目」から「専門導入科目」「専門展開科目」へと順序性 

を持って講義する。講義は学生の理解を深めるために、アクティブラーニングの手法を用 

いて行う。 

（2）演習 

科目の演習課題に対して、柔軟に思考し協調性を養うことができるよう、ディスカッシ 

ョンなどを含めた能動的学習プログラムを取り入れる。また、ソーシャルワークあるいは 

ケアワーク実践の場を想定し、シミュレーション教育や ICT を活用した多様な学習の機会 

を提供する。 

（3）実習 

専門職として必要な対人関係能力や倫理観、ソーシャルワークあるいはケアワーク実践 

能力を身につけるために、1 年次から 4 年次まで系統的に実習科目を展開し学びの充実を 

図る。 

（4）総合演習 

より良い社会福祉の実現を探求しソーシャルワークあるいはケアワーク実践の質向上に貢 

献する能力を養うために、ゼミナール研究発表や卒業研究を通じた一連のプロセスについ 

て主体的な取り組みを促し、課題解決型学習を行う。 
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Ⅲ 教育評価 

社会福祉学科では、学修の達成状況を評価し進級の可否を判断するため、進級要件を設け

ている。さらに、卒業認定・学位授与に当たり以下に示す卒業要件に基づき、その可否判

定を行う。 

 

（１）進級要件 

2 年次から 3年次に進級に必要な進級要件を 62 単位以上の取得と定め、それを満たす場合

のみ進級を認める。 

 

（２）卒業要件 

必修等の条件を満たしたうえで、124 単位の単位取得が卒業を認める条件である。 

入 学 者 の 受 入 れ に 関 す る 方 針 （ 公 表 方 法 ： https://www.takasaki-

u.ac.jp/guide/information） 

（概要） 

社会福祉学科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程編

成の方針（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な，次に掲げる知

識・技能や能力，目的意識・意欲を備えた人を求める。 

 

（１）福祉の知識や技術の習得に対して積極的に学ぶ意欲を持っている。 

（２）福祉の実践に必要な文書の読み解き，表現する力を持っている。 

（３）対人関係における課題解決のためのコミュニケーション能力を持っている。 

（４）現代社会における課題を発見し，自分の意見を自分の言葉で表現できる。 

（５）環境や個別性を踏まえ，人々に対する思いやりと，援助したいという心を持ってい

る。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人

健康福祉学部 － 26 人 9 人 13 人 9 人 6 人 63 人

薬学部  16 人 9 人 7 人 4 人 0 人 36 人

保健医療学部  25 人 12 人 7 人 15 人 5 人 64 人

人間発達学部  18 人 10 人 7 人 2 人 1 人 38 人

農学部 － 10 人 8 人 2 人 3 人 0 人 23 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 0人 0人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://research.takasaki-u.ac.jp/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

年 2 回、法人全体集会終了後に大学教職員を対象とした FD 研修講演会を実施、欠席者に

は録画した動画の視聴を依頼して 100％近い出席・参加者としている。令和 4 年度からは

9 月に「FD の日」を設け、本務教員には出席を義務付けている。また、学部別、大学院 FD

研修も積極的に実施しており、所属学部以外の教員の参加も受け付けるなどしている。学

部によっては教員間で授業参観を受け付けるなどして教授方法の向上に努めている。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

健康福祉学部 235 人 224 人 95.3% 940 人 944 人 100.4% 欠員の範囲 1人 

薬学部 90 人 92 人 102.2% 540 人 564 人 104.4% 欠員の範囲 0人 

保健医療学部 140 人 168 人 120.0% 560 人 652 人 116.4% 欠員の範囲 0人 

人間発達学部 120 人 152 人 126.6% 360 人 403 人 111.9% 欠員の範囲 0人 

農学部 75 人 93 人 124.0% 300 人 346 人 115.3% 欠員の範囲 0人 

合計 660 人 729 人 110.4% 2700 人 2909 人 107.7% 欠員の範囲 1人 

（備考） 
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b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

健康福祉学部 263 人

（100％）

2人

（0.8％）

252 人 

（95.8％） 

9 人

（3.4％）
薬学部 88 人

（100％）

0人

（0.0％）

70 人 

（79.5％） 

18 人

（20.5％）
保健医療学部 147 人

（100％）

2人

（1.4％）

145 人 

（98.6％） 

0 人

（0.0％）
人間発達学部 94 人

（100％）

1人

（1.1％）

89 人 

（94.7％） 

4 人

（4.3％）
農学部 79 人

（100％）

6人

（7.6％）

72 人 

（91.1％） 

1 人

（1.3％）

合計 671 人

（100％）

11 人

（1.6％）

628 人 

（93.6％） 

32 人

（4.8％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

健康福祉学部 
277 人

（100％）

256 人 

（92.4％） 

7 人

（2.5％）

14 人

（5.0％）

0人

（0％）

薬学部 
91 人

（100％）

69 人 

（75.8％） 

15 人

（16.5％）

7人

（7.7％）

0人

（0％）

保健医療学部 
151 人

（100％）

144 人 

（95.4％） 

2 人

（1.3％）

5人

（3.3％）

0人

（0％）

人間発達学部 
97 人

（100％）

92 人 

（94.8％） 

2 人

（2.0％）

3人

（3.0％）

0人

（0％）

農学部 
85 人

（100％）

73 人 

（85.9％） 

2 人

（2.4％）

10 人

（11.8％）

0人

（0％）

合計 
701 人

（100％）

634 人 

（90.4％） 

28 人

（4.0％）

39 人

（5.6％）

0人

（0％）

（備考）薬学部は 2020 年入学生、健康福祉学部、保健医療学部、人間発達学部、農学部は 2022 年入学生

を対象としております。その他には転学部生を含んでおります。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）各学科・専攻授業科目のシラバス 

    https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

    履修ガイド（刊行物） 
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⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）（ディプロマポリシー、アセスメント・ポリシー） 

     https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

健康福祉学部 

医療情報学科 125 単位 有・無 半期 24 単位

社会福祉学科 124 単位 有・無 半期 24～28 単位

健康栄養学科 125 単位 有・無 半期 24～26.5 単位

薬学部 薬学科 192 単位 有・無 半期 24～26 単位

保健医療学部 
看護学科 126 単位 有・無 半期 24～28 単位

理学療法学科 127 単位 有・無 半期 24～28 単位

人間発達学部 
子ども教育学科 128 単位 有・無 半期 24～26 単位

心理学科 124 単位 有・無 半期 24 単位

農学部 生物生産学科 125 単位 有・無 半期 24～25 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法：https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：https://www.takasaki-u.ac.jp/campuslife （キャンパスライフ） 

：https://www.takasaki-u.ac.jp/access （交通手段） 

：https://www.takasaki-u.ac.jp/faculty/kenfuku/joho/facility （施設・医療情報学科） 

：https://www.takasaki-u.ac.jp/faculty/kenfuku/fukushi/facility（施設・社会福祉学科） 

：https://www.takasaki-u.ac.jp/faculty/kenfuku/eiyo/facility （施設・健康栄養学科） 

：https://www.takasaki-u.ac.jp/faculty/yakugaku/yaku/facility （施設・薬学科） 

：https://www.takasaki-u.ac.jp/faculty/hoi/kango/facility（施設・看護学科） 

：https://www.takasaki-u.ac.jp/faculty/hoi/rigaku/facility（施設・理学療法学科） 

：https://www.takasaki-u.ac.jp/faculty/ningen/kodomo/facility（施設・子ども教育学科） 

：https://www.takasaki-u.ac.jp/faculty/nogaku/seibutsu/facility（施設・生物生産学科） 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

健康福祉

学部 

医療情報

学科 

850,000 円 250,000 円 319,730 円

330,000 円

実験実習料、施設設備資金 

社会福祉

学科 

850,000 円 250,000 円 319,730 円

330,000 円

実験実習料、施設設備資金 

健康栄養

学科 

900,000 円 250,000 円 509,730 円

560,000 円

実験実習料、施設設備資金 

薬学部 薬 学 

科 

1,100,000 円 250,000 円 791,840 円

860,000 円

実験実習料、施設設備資金 

保健医療

学部 

看護学科 1,000,000 円 250,000 円 550,370 円

600,000 円

実験実習料、施設設備資金 

理学療法

学科 

900,000 円 250,000 円 510,370 円

560,000 円

実験実習料、施設設備資金 

人間発達

学部 

子ども教

育学科 

850,000 円 250,000 円 319,730 円

330,000 円

実験実習料、施設設備資金 

心理学科 850,000 円 250,000 円 329,730 円

320,000 円

実験実習料、施設設備資金 

農学部 生物生産

学科 

900,000 円 250,000 円 509,730 円

560,000 円

実験実習料、施設設備資金 

 ※その他の上段は初年次、下段は２年次以降の年額 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）高崎健康福祉大学奨学金（年額授業料 30％相当額給付制度）、高崎健康福祉大学学

生支援奨学金（自宅生月額 30,000 円、自宅外学生月額 35,000 円無利子貸与）、その他地方

自治体等の奨学金を学生に向けて随時紹介、応募多数の場合は学内選考会を設け、規程に則

り選定する。 

（URL）https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）キャリアサポートセンター職員が随時相談に応じる。また、各学部アドバイザーが

担当する学生の相談に応じる。学部によって採用試験や国家試験の対策講座を実施、進学希

望者には教員が過去問題や進路相談を実施している。 

（URL）https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）キャンパス内に保健師が常駐する保健室が 2か所、カウンセラーが常駐しているカ

ウンセリングルームが 1 か所ある。普段の生活スタイルや学修習慣についてはアドバイザー

や学習支援センターでも相談に応じる。 

（URL）https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.takasaki-u.ac.jp/guide/information 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

664人（405）人

後半期

618人（365）人

143人

69人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

高崎健康福祉大学

学校法人　高崎健康福祉大学

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
645人（388）人

158人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F110310101808

（備考）

94人 98人

内
訳

第Ⅲ区分 58人 54人

（うち多子世帯） （ 35人） （ 23人）

（うち多子世帯） （ 22人） （ 23人）

第Ⅱ区分

72人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （ 13人） （ 11人）

17人 15人

区分外（多子世帯） 246人 239人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

－人（－）人

665人（406）人
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年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 人 人

－人 人 人

人 人

－人 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた者
の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消しを
受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

－人 人 人

0人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことによ
り認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消し
を受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 人 人

計 0人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当 0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止を
受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受け
た者の数
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